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【
問
】
構
造
体
耐
久
性
調
査
の
残
存
耐
用
年
数

を
超
え
る
と
ど
う
な
る
の
か
。

【
答
】
直
ち
に
使
え
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

平
成
26
年
度
の
調
査
結
果
で
は「
改
築
あ
る

い
は
全
面
的
な
補
修
の
検
討
が
必
要
」と
さ

れ
て
お
り
、他
の
文
化
施
設
と
の
機
能
集
約

も
視
野
に
入
れ
た
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

【
問
】
新
文
化
会
館
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
間

の
既
存
施
設
の
維
持
管
理
は
。

【
答
】
既
存
施
設
の
機
能
集
約
に
つ
い
て
、現
時

点
で
は
定
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、既
存
施
設
の

機
能
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、優
先
順
位
を
つ

け
な
が
ら
修
繕
等
を
行
っ
て
い
く
。

【
問
】
今
ま
で
に
設
備
の
故
障
な
ど
で
興
行
中

止
と
な
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

【
答
】
こ
れ
ま
で
、設
備
の
故
障
に
よ
り
興
行
中

止
と
な
っ
た
こ
と
は
な
い
。

市
民
文
教
委
員
会

市
民
文
教
委
員
会

　

市
立
小
・
中
学
校
の
水
泳
授
業
及
び
プ
ー
ル
施

設
の
在
り
方
に
関
す
る
基
本
方
針
（
案
）
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

文
化
会
館
等
運
営
管
理
検
討
調
査
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す

水泳授業とプール施設の在り方が示される

老朽化が進む文化会館等の方向性などを検討

委員会で調査を行いました

6
月
19
日

6
月
19
日

【
問
】
小
学
校
で
の
民
間
プ
ー
ル
を
活
用
し
た

授
業
で
は
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
す
べ
て

の
指
導
を
任
せ
て
い
る
の
か
、教
員
の
関

与
は
。

【
答
】
基
本
的
な
役
割
分
担
は
、あ
く
ま
で
も
授

業
で
あ
る
た
め
、教
員
が
主
体
と
な
り
、全

体
を
見
な
が
ら
子
供
た
ち
の
授
業
に
臨
む

姿
勢
な
ど
を
確
認
す
る
。イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
は
、技
術
面
で
教
員
の
指
導
補
助
を
行

う
。

【
問
】
中
学
校
の
授
業
に
お
い
て
、民
間
プ
ー
ル

を
活
用
し
な
い
こ
と
に
至
っ
た
経
緯
は
。

【
答
】
中
学
校
で
は
、体
育
専
門
の
教
科
担
任
が

指
導
す
る
た
め
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指

導
補
助
は
必
要
な
い
。ま
た
、受
け
入
れ
可

能
人
数
に
も
限
界
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

小
学
校
の
み
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

委員会で行った調査について、主な質疑・答弁を掲載します。

委員会とは？

　議員全員が参集する本会議
の下審査機関として、専門的・
能率的な審査や、重要な事柄
についての調査をするための
会議です。

常 任 委 員 会
　部門別に、本会議から付託された議案や送付された陳情の審査、所管する
事項の調査などを行う委員会で、以下の４つの委員会があります。
総 務 委 員 会	：危機管理課、企画部、総務部、財務部、消防本部、	
	 	 他の委員会の所管に属さない事項に関すること	
福 祉 委 員 会	：福祉部、子ども健康部、市民病院に関すること	
市民文教委員会	：市民部、教育委員会に関すること	
産業建設委員会	：産業環境部、建設部、都市整備部、上下水道部に関する	
	   こと

特 別 委 員 会
　常任委員会とは別に、市の重要な課題など特定の事柄について、専門的
に審査や調査を行う委員会です。政策課題調査特別委員会、予算特別委員会、
決算特別委員会があります。

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

市
立
小
・
中
学
校
の
水
泳
授
業
及
び
プ
ー
ル

施
設
の
在
り
方
に
関
す
る
基
本
方
針（
案
）

文
化
会
館
等
運
営
管
理
検
討
調
査

Q

A

こんなことを聞きました
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　市議会では、市の各種施策について、全国の議
会関係者の皆様からの視察の受け入れを行ってい
ます。
　視察では、事業の概要等の説明後、質疑応答や
議場見学等を行い、貴重な意見・情報交換の場と
なりました。

行政 視察の受け入れを行いました

5月	19日 兵庫県豊岡市議会

「重層的支援体制整備事業」

産
業
建
設
委
員
会

６
月
19
日

所
管
事
務
調
査

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
改
訂
版（
案
）

政
策
課
題
調
査
特
別
委
員
会

６
月
20
日

第
７
次
総
合
計
画
策
定

委員会 で調査を行いました

食品ロス削減推進法などに対応

基本構想の修正案と基本計画の素案を作成

　

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
改
訂
版
（
案
）
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

第
７
次
総
合
計
画
策
定
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
今
回
の
改
訂
に
お
け
る
変
更
点
や
ご
み
削

減
に
向
け
て
重
要
視
す
る
点
は
。

【
答
】
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
計
画
に
つ
い
て
盛
り
込

む
こ
と
で
、地
域
の
特
性
に
応
じ
た
施
策
を
策

定
・
実
施
し
、食
品
ロ
ス
の
一
層
の
削
減
を
図
る
。

ま
た
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
４
Ｒ
を
推
進
し
、資

源
化
と
ご
み
の
減
量
を
進
め
る
た
め
の
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
く
。

【
問
】
可
燃
ご
み
や
不
燃
ご
み
に
含
ま
れ
る
資
源

化
可
能
物
を
減
ら
す
た
め
の
対
策
は
。

【
答
】
資
源
ご
み
分
別
ア
プ
リ「
さ
ん
あ
～
る
」の

多
言
語
化
や
、小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
の

投
入
促
進
な
ど
、分
別
の
徹
底
を
推
進
し
て
い

く
。

【
問
】
総
合
計
画
審
議
会
で
の
基
本
構
想
素
案
に

対
す
る
意
見
の
反
映
状
況
は
。

【
答
】「
市
民
に
分
か
り
や
す
い
表
現
」、「
文
言
に

は
市
民
目
線
が
必
要
」と
の
意
見
か
ら
、ま
ち

づ
く
り
の
基
本
方
針
の
説
明
文
で
は
、具
体
的

な
取
り
組
み
内
容
を
記
載
す
る
な
ど
、分
か
り

や
す
さ
を
重
視
し
た
表
現
に
大
き
く
変
更
し

た
。

【
問
】
今
後
、人
口
が
減
少
す
る
中
、基
本
計
画
素

案
の
う
ち
、行
政
分
野
別
計
画
に
お
い
て
新

た
に
取
り
組
む
事
業
は
。

【
答
】
子
育
て
支
援
の
充
実
で
は
、小
児
科
・
産
科

医
院
の
減
少
と
い
っ
た
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、

「
小
児
科
・
産
科
医
院
の
開
業
支
援
」を
追
加

し
た
。ま
た
、地
域
福
祉
の
推
進
で
は
、地
域
と

の
つ
な
が
り
を
深
め
、互
い
に
助
け
合
い
支
え

合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、

「
地
域
共
生
の
推
進
」を
追
加
し
た
。

⑫
4
R
：
リ
フ
ュ
ー
ズ
、リ
デ
ュ

ー
ス
、リ
ユ
ー
ス
、リ
サ
イ
ク
ル
の

４
つ
の
総
称
を
指
す
。

⑫
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キュパティーノ市中学生使節団が豊川市議会を訪れました

委員会で行ったその他の調査

6月2７日（金）議場にて

　豊川市は、アメリカ合衆国カリフォルニア州キュパ
ティーノ市と姉妹都市提携を結び、今年で４７周年を迎
えます。
　姉妹都市提携を結んで以来、毎年派遣交流を行って
きました。新型コロナウイルスの影響により一時中止と
なっていましたが、昨年から交流が再開されました。
　今年は、１９名が豊川市議会にも訪れ、議場を見学さ
れました。

６月２６日（木）から７月２日（水）
までの７日間、豊川市に滞在し、
交流を深めました。

	 6月	19日	 産業建設委員会	 「７年度産業環境部の所管施設に係る指定管理者の指定方針」

陳情を審査しました

陳情第1号 最低賃金の全国一律化と大幅引き上げ、中小企業支援の拡充と公正取引を求める意見書の
提出を求める陳情

陳情第2号 公契約事業従事者の適正賃金と安定雇用を確保する公契約法の制定を求める意見書の提
出を求める陳情

陳情第3号 住民の安全・安心を支える行政サービス体制・機能の充実を求める意見書の提出を求める陳情

陳情第4号 地方財政の拡充を求める意見書の提出を求める陳情

陳情第5号 保育所職員の人材定着・確保のため保育士配置基準と公定価格を抜本的に改善し、離職し
ない保育職場の実現を求める意見書の提出を求める陳情

陳情第6号 介護・障害福祉職場の１人夜勤をなくし、複数配置を基準とすることを求める意見書の提出
を求める陳情

陳情第7号 国の責任で教職員の未配置問題の改善を求める意見書の提出を求める陳情
陳情者　春の自治体キャラバン実行委員会　代表　西尾　美沙子

結果 陳情第１号から陳情第７号は、各派交渉会において、「聞きおく」と決定。

※ 国や県に対して意見書の提出を求める陳情は、申し合わせにより各派交渉会において「聞きおく」とし、全議
員にその写しを配付します。なお、「聞きおく」とされた陳情のうち、陳情内容により意見書や決議の発議が
必要と各会派が判断した場合は、案を添えて議長に申し出ることになっていますが、申し出はありませんでした。


